
 
 

公益法人会計基準導入に伴う「経理規則」の一部改正について 
 

                       日証協・平 20．2．21         
 
 

本協会において、本年度より公益法人会計基準を導入することとなったことに伴い、

「経理規則」について所要の改正を行い、また、その他所要の整備を行うこととする。 

本改正は、平成 20 年 2 月 21 日から施行し、平成 19 年 4 月 1 日から開始する事業年

度から適用する。 

本改正の趣旨・骨子及び新旧対照表は、それぞれ以下のとおりである。 

 

 

※ なお、平成 20 年 3 月 7 日に、本規則について、再度改正を行っていることから、新

旧対照表は併せて掲載しております。 

 
 
 
 



「経理規則」の一部改正について 

 

平成 20 年 2 月 21 日 

日 本 証 券 業 協 会 

 

１．改正の趣旨 

 

本協会において、本年度より公益法人会計基準を導入することとなったことに伴い、

「経理規則」について所要の改正を行うこととし、また、その他所要の整備を行う。 

 

２．改正の骨子 

 

・ 上記の趣旨に基づき、経理規則を公益法人会計基準に全面的に準拠したものに改める。 

 

・ 地区協会の独自事業の行為の効果が、法人としての本協会に帰属すると思料されるこ

とから、経理規則第 6条「地区特別事業会計」について所要の改訂を行う。 

〔第 6条第 1項及び第 2項（改正）、第 3項（削除）〕 

 

３．実施の時期 

 

本改正は、平成 20 年 2 月 21 日から施行し、平成 19 年 4 月 1 日から開始する事業年

度から適用する。 

 

以   上 

 



「経理規則」の一部改正について 

（平２０．２．２１） 

下 線 部 分 変 更 

新 旧 

 

第 1 章 総  則 

 

（処理原則） 

第３条 前条に規定する経理業務は、法令、

定款及び「公益法人会計基準」（昭和 60 年

9 月 17 日 公益法人指導監督連絡会議決

定 最終改正平成 16 年 10 月 14 日 公益

法人等の指導監督等に関する関係省庁連

絡会議申合せ）並びに「公益法人会計にお

ける内部管理事項について」（平成 17 年 3

月 23 日 公益法人等の指導監督等に関す

る関係省庁連絡会議幹事会申合せ）等一般

に公正妥当と認められる会計の原則に従

い処理する。 

 

（会計区分） 

第５条 定款第 80 条第 2 項に規定する本会

計は、会員に係る会計（以下「会員会計」

という。）及び特別会員に係る会計（以下

「特別会員会計」という。）とし、それぞ

れ区分して処理する。 

２ 会員会計及び特別会員会計には、それぞ

れ一般会計と定款第 80 条第２項に規定す

る特別会計の会計区分を設ける。 

３ 会員から受け入れた定款第 15 条第 2 項

に規定する特別会費及び定款第 16 条に規

定する積立金については、必要に応じて会

員会計に特別会計を設けることができる。

４ 特別会員から受け入れた定款第 33 条で

準用する定款第 15 条第 2 項に規定する特

別会費及び定款第 16 条に規定する積立金

については、必要に応じて特別会員会計に

 

第 1 章 総  則 

 

（処理原則） 

第３条 前条に規定する経理業務は、一般に

公正妥当と認められる会計の原則に従い

処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本会計及び特別会計） 

第５条 定款第 80 条第 2 項に定める本会計

は、会員に係る会計（以下「会員会計」と

いう。）及び特別会員に係る会計（以下「特

別会員会計」という。）とし、それぞれ区

分して処理する。 

２ 前項に規定する本会計とは別に、必要に

応じて特別会計を設けることができる。 

 

３ 定款第 15 条第 2 項に規定する特別会費

については、必要に応じて特別会計を設け

ることができる。 

 

（新  設） 
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新 旧 

特別会計を設けることが出来る。 

 

（地区特別事業会計） 

第６条 定款第 74 条に規定する地区協会費

については、前条第２項に規定する会員会

計に係る特別会計として地区特別事業会

計を設ける。 

２ 定款第 73 条に規定する地区会長は、各

地区協会における前項に規定する地区特

別事業会計の収支予算案及び決算財務諸

表を作成し、地区別評議会の同意を得て会

長に提出する。 

（削 る） 

 

 

 

第２章 帳簿及び勘定組織 

 

（会計帳簿の種類） 

第 12 条 本協会は、第７条に規定する会計

単位ごとに次の各号に掲げる会計帳簿を

備え付ける。ただし、財務担当責任者の承

認を受けた場合は、その一部の備付けを省

略することができる。 

１ 主要簿 
イ 仕訳帳 
ロ 総勘定元帳 

２ 補助簿 
イ 現金出納帳 
ロ 資産及び負債明細帳 
ハ その他の帳簿 

（削 る） 
（削 る） 
（削 る） 

（会計伝票） 

第 13 条 本協会が使用する会計伝票は、次

 

 

（地区特別事業会計） 

第６条 定款第 74 条に規定する地区協会費

については、各地区協会ごとに地区特別事

業会計を設ける。 

 

２ 前項に規定する地区特別事業会計の予

算、決算及びその他の経理業務について

は、地区協会規則第 4条に規定する地区会

長がこれを総理する。 

 

３ 地区特別事業会計の予算及び決算につ

いては、地区別評議会の同意を得なければ

ならない。 

 

第２章 帳簿及び勘定組織 

 

（会計帳簿の種類） 

第 12 条 本協会は、第７条に規定する会計

単位ごとに次の各号に掲げる会計帳簿を

備え付ける。ただし、財務担当責任者の承

認を受けた場合は、その一部の備え付けを

省略することができる。 

１ 総勘定元帳 

 

 

２ 仕訳帳 

 

 

 

３ 現金出納帳 

４ 資産及び負債内訳帳 

５ その他の帳簿 

（会計伝票） 

第 13 条 本協会が使用する会計伝票は、次
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新 旧 

のとおりとする。 

 １  （現行どおり） 

 ２  （現行どおり） 

 ３ 振替伝票 

 

（会計伝票の作成） 

第 15 条 会計伝票は、証憑に基づき作成す

るものとし、主管責任者の承認を得なけれ

ばならない。 

２ 証憑とは、請求書及び領収書等の書類を

いう。 

 

（記録の保存） 

第 17 条 （現行どおり） 

１ 財務諸表、収支予算書及び収支計算書

永久 

２ 会計帳簿、会計伝票及び証憑  10 年 

３ その他の関係書類 ８年 

 

第３章 金銭及び有価証券 

 

（支払） 

第 21 条 金銭の支払は、原則として、本協

会が発行する線引小切手によるものとす

る。ただし、小額の支払については、定額

資金前渡制度による小口現金をもって支

払うことができる。 

２ 金銭を支払うときは、受取人の記名押印

のある領収証を受領しなければならない。

ただし、金融機関への振込みにより支払を

行う場合は、当該金融機関の振込金領収証

をもって受取人の領収証に代えることが

できる。 

３ 第 1 項ただし書に規定する定額資金前

渡制度による小口現金の額は、財務担当責

任者がこれを決定する。 

のとおりとする。 

 １ （省 略） 

 ２ （省 略） 

 ３ 仕訳伝票 

 

（会計伝票の作成） 

第 15 条 会計伝票は、証ひょうに基づき作

成するものとし、主管責任者の承認を得な

ければならない。 

  （新 設） 

 

 

（記録の保存） 

第 17条 （省 略） 

１ 決算財務諸表  永久 

 

２ 会計帳簿及び会計伝票 10 年 

３ 証ひょう及びその他の関係書類 ８年 

 

第３章 金銭及び有価証券 

 

（支払い） 

第 21 条 金銭の支払いは、原則として、本

協会が発行する線引小切手によるものと

する。ただし、小額の支払いについては、

定額前渡法による小口現金をもって支払

うことができる。 

２ 金銭を支払うときは、受取人の記名押印

のある領収証を受領しなければならない。

ただし、金融機関への振込みにより支払い

を行う場合は、当該金融機関の振込金領収

証をもって受取人の領収証に代えること

ができる。 

３ 第 1 項ただし書に規定する定額前渡法

による小口現金の額は、財務担当責任者が

これを決定する。 
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新 旧 

 

（残高照合） 

第 22 条 出納責任者は、毎日、その出納終

了後に現金の現在高を実査し、会計帳簿の

残高と照合しなければならない。 

２ 出納責任者は、毎月末日及び主管責任者

が必要と認める都度、預金の現在高につい

て金融機関の記録と会計帳簿の残高を照

合しなければならない。 

３ 出納責任者は、毎年 3月及び 9月並びに

主管責任者が必要と認める都度、有価証券

の現在高について金融機関等の記録と会

計帳簿の残高を照合しなければならない。

 

（金銭等の過不足金の処理） 

第 23 条 出納責任者は、前条に規定する残

高照合により、金銭及び有価証券の残高

が、会計帳簿の残高と相違したときは、直

ちに、その原因を究明し、主管責任者に報

告して、その処理について指示を受けるも

のとする。ただし、重大な相違については、

財務担当責任者に報告し、その処理につい

て指示を受けなければならない。 

 

（預金取引等の名義） 

第 25 条 （現行どおり） 

２ 前項ただし書に規定する代理人は、原則

として、定款第 43 条第３項に規定する副

会長又は地区会長とする。 

 

 

第５章 基金に関する会計 

 

（基金特別会計の設置） 

第 31条 定款第82条に規定する基金につい

ては、その目的に応じて第５条第２項に規

 

（残高照合） 

第 22 条 現金は、毎日、その出納終了後に

現在高を実査し、会計帳簿の残高と照合し

なければならない。 

２ 預金は、毎月末日及び主管責任者が必要

と認める都度、その現在高を実査し、会計

帳簿の残高と照合しなければならない。 

 

３ 有価証券は、毎年 3月及び 9月並びに主

管責任者が必要と認める都度、その現在高

を実査し、会計帳簿の残高と照合しなけれ

ばならない。 

 

（金銭等の過不足金の処理） 

第 23 条 前条に規定する残高照合により、

金銭及び有価証券の残高が、会計帳簿の残

高と相違したときは、直ちに、その原因を

究明し、主管責任者に報告して、その処理

について指示を受けるものとする。ただ

し、重大な相違については、財務担当責任

者に報告し、その処理について指示を受け

なければならない。 

 

（預金取引等の名義） 

第 25条 （省 略） 

２ 前項ただし書に規定する代理人は、原則

として、定款第 43 条第３項に規定する副

会長、地区協会規則第４条に規定する地区

会長とする。 

 

第５章 基金会計 

 

（基金会計の設置） 

第 31 条 定款第 82 条に規定する基金のう

ち、会員会計における基金又は特別会員会
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新 旧 

定する特別会計を設置し、それぞれ本協会

の他の資産と区分して処理する。 

 

２ 前項に規定する特別会計は、次に掲げる

とおりとする。 

１ 会員会計 

イ 会員一般基金特別会計 

ロ 会員研修基金特別会計 

２ 特別会員会計 

イ 特別会員一般基金特別会計 

３ 理事会決議に基づき、特定の事業目的

のために置かれた基金に係る特別会計 

 

（基金の管理及び運用） 

第 32 条 基金は、前条第 2 項に規定する特

別会計ごとに区分して管理し、理事会が定

める基準により運用する。 

 

（削  る） 

 

 

（削  る） 

 

 

 

（入会金の基金特別会計への繰入れ） 

第 33条 定款第24条に規定する入会金につ

いては、収納の都度、これを会員一般基

金特別会計又は特別会員一般基金特別会

計に収入として繰り入れる。 

（削  る） 

 

 

 

 

（運用益の処理） 

計における基金については、各々の会計の

中に基金会計を設置し、それぞれ本協会の

他の資産と区分して処理する。 

２ 定款第 82 条に規定する基金のうち、理

事会決議に基づき、特定の事業目的のため

に置かれた基金については、第５条第２項

に規定する特別会計として、前項の基金会

計とは別に区分した基金会計を設置する

ことができる。 

 

 

 

 

（基金の管理及び運用） 

第 32 条 会員会計における基金は、一般基

金及び研修事業のための基金である研修

基金とに区分して管理し、理事会が定める

基準により運用する。 

２ 特別会員会計における基金は、特別会員

基金として管理し、理事会が定める基準に

より運用する。 

３ 前条第２項に規定する基金は、第 1項及

び第 2項の基金と区分して管理し、理事会

が定める基準により運用する。 

 

（入会金の基金繰入れ） 

第 33条 定款第24条第２項に規定する会員

の入会金については、収納の都度、これ

を会員一般基金特別会計に収入として繰

り入れる。 

２ 定款第33条で準用する同第24条第２項

に規定する特別会員の入会金について

は、収納の都度、これを特別会員一般基

金特別会計に収入として繰り入れる。 

 

（運用益の処理） 
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第 34 条 基金の運用益については、次のよ

うに処理する。 

 １ 会員一般基金特別会計における運用

益については、予算の定めるところによ

り、会員会計の一般会計に収入として繰

り入れることができる。 

 ２ 会員研修基金特別会計における運用

益については、研修事業費の支出に充て

るため、会員会計の一般会計に収入とし

て繰り入れる。 

 ３ 特別会員一般基金特別会計における

運用益については、予算の定めるところ

により、特別会員会計の一般会計に収入

として繰り入れる。 

４ 理事会決議に基づき、特定の事業目的

のために置かれた基金に係る特別会計

における運用益については、予算の定め

るところにより、会員会計又は特別会員

会計の一般会計に収入として繰り入れ

る。 

５ 予算の定めの無い収入が発生した場

合については、理事会の承認を得てこれ

を収入に繰り入れることができる。 

 

第６章 固定資産 

 

（固定資産の範囲） 

第 35条 この規則において、固定資産とは

次の各号に掲げるものをいう。 

 

１ 特定資産 

退職給付引当資産 

協会運営安定積立資産 

特定の目的のために使途、保有又は運

用方法等に制約が存在する資産等 

２ その他固定資産 

第 34 条 基金の運用益については、次のよ

うに処理する。 

 １ 一般基金の運用益については、予算の

定めるところにより、本会計の収入に繰

り入れることができる。 

 

 ２ 研修基金の運用益については、研修事

業費の支出に充てるため、本会計の収入

に繰り入れる。 

 

３ 特別会員基金の運用益については、予

算の定めるところにより、特別会員会計

の収入に繰り入れる。 

 

（新 設） 

 

 

 

 

 

（新 設） 

 

 

 

第６章 固定資産会計 

 

（固定資産の範囲） 

第 35 条 この規則において、固定資産とは

次の各号に掲げる資産で、基金により取得

するものをいう。 

１ 有形固定資産 

土地、建物（付属設備を含む。）、構築

物、機械及び装置、車輌運搬具、器具

備品等 

 

２ 無形固定資産 

- 6 - 



新 旧 

土地、建物（付属設備を含む。）、構

築物、機械及び装置、車輌運搬具、器

具備品、借地権、借家権、電話加入権

等 

２ 耐用年数1年未満又は1個若しくは1組

の取得価格が 20 万円未満の資産は、取得

時に費用として処理するものとする。 

 

 

（取得及び廃棄の手続） 

第 36条 （現行どおり） 

 

（固定資産の管理） 

第 37条 （現行どおり） 

２ 本協会は、固定資産の管理責任者として

固定資産管理者を置く。 

３ 前項に規定する固定資産管理者は、主た

る事務所については総務部長、従たる事務

所については事務局長とする。 

 

（減価償却及び減損会計） 

第 38 条 固定資産（非減価償却資産を除

く。） については、毎会計年度末に減価償

却を行わなければならない。 

２  （現行どおり） 

３ 本協会が保有する固定資産が経済状況

の変化等により時価が著しく下落したと

きは、回復の見込があると認められる場合

を除き、減損処理の対象とする。 

 

（指定正味財産の受入と指定の解除） 

第 41 条 寄付者等の意思により複数年度に

わたることを目的として受け入れた寄付

金及び補助金等については、資産管理とと

もに指定正味財産としての処理を行わな

ければならない。 

借地権、借家権、電話加入権等 

 

 

 

２ 耐用年数1年未満又は1個若しくは1組

の取得価格が 20 万円未満の資産は、原則

として、固定資産として取扱わないものと

する。 

 

（取得及び廃棄の手続き） 

第 36条 （省 略） 

 

（固定資産台帳） 

第 37条 （省 略） 

 （新 設） 

 

 （新 設） 

 

 

 

（減価償却） 

第 38 条 固定資産 (土地及び無形固定資産

を除く。) については、原則として、毎会

計年度末に減価償却を行う。 

２  （省 略） 

 （新 設） 

 

 

 

 

（新 設） 
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２ 前項の資産について、寄付者の意思及び

補助金の目的たる支出等によって指定の

解除が行われた場合には、指定正味財産か

ら一般正味財産に振り替える処理を行う。

 

第７章 収支予算 

 

（収支予算） 

第 42条 （現行どおり） 

２ 収入及び支出は、原則として、予算に基

づいて行わなければならない。 

３ やむをえない理由により、収支予算の補

正を必要とする場合には、補正予算を編成

し、第１項の規定を準用しなければならな

い。 

 

（収支予算成立前の支出） 

第 43条 （現行どおり） 

 

（予備費） 

第 44条 （現行どおり） 

 

（予算の流用） 

第 45条 （現行どおり） 

２ 予算の流用を行った場合は、理事会にお

いて当該会計年度の決算財務諸表の承認

を得るときまでに、理事会において当該流

用に関する承認を得なければならない。 

 

（決算） 

第 46 条 本協会は、毎会計年度末日現在に

おいて決算を行い、次の各号に掲げる決算

財務諸表等を作成し、監事の監査を経て総

会に提出して、その承認を受けなければな

らない。 

１ 貸借対照表 

 

 

 

 

 

第７章 予算 

 

（収支予算） 

第 41条 （省 略） 

（新 設） 

 

２ 収支予算の変更については、前項の規定

を準用する。 

 

 

 

（収支予算成立前の支出） 

第 42条 （省 略） 

 

（予備費） 

第 43条 （省 略） 

 

（予算の流用） 

第 44条 （省 略） 

２ 予算の流用を行った場合は、理事会にお

いて当該会計年度の決算財務諸表の承認

を得るときまでに理事会において当該流

用に関する承認を得なければならない。 

 

（決算） 

第 45 条 本協会は、毎会計年度末日現在に

おいて決算を行い、次の各号に掲げる決算

財務諸表を作成し、監事の監査を経て総会

に提出して、その承認を受けなければなら

ない。 

 １ 収支計算書 
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２ 正味財産増減計算書 

３ キャッシュ・フロー計算書 

４ 財 産 目 録 

５ 収支計算書 

 

（月次仮決算） 

第 47 条 本協会は、毎月末日に月次仮決算

を行い、次の各号に掲げる月次財務諸表等

を作成する。 

１ 貸借対照表 

２ 正味財産増減計算書 

３ 収支計算書 

 

（重要な会計方針等） 

第 48 条 本協会の重要な会計方針等は、次

の各号に掲げるとおりとする。 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

イ 満期保有目的の債券 償却原価法

（定額法） 

ロ 子会社株式及び関連会社株式 移

動平均法による原価法 

ハ 満期保有目的の債券並びに子会社

株式及び関連会社株式以外の有価証

券 

(1) 時価のあるもの 期末日の市場

価格等に基づく時価法（売却原価

は移動平均法により算定） 

(2) 時価のないもの 移動平均法に

よる原価法 

２ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

総平均法による原価法 

３ 固定資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産 定額法 

ロ 無形固定資産 定額法 

４ 引当金の計上基準 

イ 貸倒引当金 債権の貸倒れによる

 ２ 貸借対照表 

 ３ 財 産 目 録 

 ４ 剰余金処分案又は不足金処理案 

 

 

（月次仮決算） 

第 46 条 本協会は、毎月末日に月次仮決算

を行い、次の各号に掲げる月次財務諸表を

作成する。 

 １ 収支計算書 

 ２ 貸借対照表 

 ３ その他明細書 

 

（新  設） 
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損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については、個別に

回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上する。 

ロ 賞与引当金 職員に対する賞与の

支給に備えるため、支給見込額のう

ち当期に帰属する額を計上する。 

ハ 退職給付引当金 職員の退職給付

に備えるため、当期末における退職

給付債務に基づき、当期末に発生し

ていると認められる額を計上する。

ニ 役員退職慰労引当金 役員の退職

慰労金の支給に備えるため、内規に

基づく期末要支給額を計上する。 

５ リース取引の処理方法 リース物

件の所有権が借主に移転すると認めら

れるもの以外のファイナンス･リース

取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理による。 

６ 消費税等の会計処理 税込み方式 

７ キャッシュ･フロー計算書の資金の

範囲 資金の範囲には、現金及び現金

同等物を含める。 

８ 収支計算書の資金の範囲 現金、預

金、短期金銭債権債務（未収金、前払

金、立替金、未払金、前受金、預り金

等）とする。 

 

付   則 

 

この改正は、平成 20 年 2 月 21 日から施行

し、平成 19 年 4 月 1 日から開始する会計年

度から適用する。 
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